
目指す学校像

重点目標

学校運営協議会での評価

実施日　令和　７年　１月　２４日

学校運営協議会の委員からの
意見・要望・評価等
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達成率　９３％
・各担当教職員及び管理職等、複数の目による
毎月の定期点検を実施する。修繕を行う場合、優
先順位をつけて、可能な限り早急に対応する。
（児童の学校生活に関わることを第一）
・今後も避難訓練（火災・地震）及び不審者侵入
対応訓練を実施し、教職員の安全意識を高めて
いく。そして、学校が児童にとって安心安全な居場
所となるようにしていく。
・令和８年度からの大規模改修に向け、教育総務
課との打合せを充実させる。

・いつ訪問しても学校内がきちんと整備され
ており、定期点検はしっかり行われていると
想像できる。評価指標１０において、教職員
と保護者の評価に差があり、気になった。
・見た目で学校の印象が変わる。直せる所
は直していってほしい。
・施設点検を行い、安全が確保されている。
・通学班の課題もあるが、登下校の安全、校
内整備等、安全への配慮がある。

・大規模改修に向け、児童にとってより
良い設備環境になるように、引き続き運
営委員会や安全部において課題や改善
点を共有し、教育総務課へ要望をだして
いく。

10

学校は、児童に登下校時の交通安全など、安全安心な学校
づくりに努めている。 x安心安全

な教育環境

・施設設備の月点
検、日常点検の実施
・定期的な自転車点
検や学期末ごとの交
通安全指導、年度当
初の交通安全教室の
実施

9

学校は、校舎内外の施設設備などが安全に使用できるよう
にしている。

・評価指標９について、昨年度に比べ、保
護者は2.9％上がっている。毎月の定期点
検を確実に実施し、修繕箇所は、児童第
一の目線に立ち、すみやかに実施するこ
とができた。
・評価指標１０については、昨年度に比べ
て、教職員は2.9％上がったが、保護者は
4.1％下がった。
・飯能警察の方にご来校いただき、不審者
侵入対応訓練を実施し、教職員と児童とも
に危機管理意識が高まった。

達成率　９７％
・道徳の時間において、学校教育目標「思いやり
のある子」の育成を目指し、主幹教諭（長期研修
修了者）及び道徳主任を中心に、全教職員で児
童の心に響く授業展開を目指す。
・「生徒指導・いじめ防止委員会」での情報共有及
び、共通理解・共通行動のもとで、教職員一丸と
なり、児童に思いやりの心を育んでいく。
・全校遠足やたてわり班活動において、地域の
方々や学校周辺の自然に触れる機会、体験活動
を充実させ豊かな心を育んでいく。

・定期的ないじめアンケートが大切なことはもち
ろんだが、1番大切なことは、担任の目であり、
言葉かけだと思う。日頃の授業の中で常に子供
たちに目を配っていただければありがたい。
・いじめアンケートの取り扱いは難しいと思うが、
色々な形での取り組みがある。
・体験学習等で地域ともつながってほしい。
・いじめや不登校の対策はよく実施できている。
学校生活や行事を通じて健全に成長できている
と感じる。
・達成感を味わえる行事の内容や過程の工夫が
必要だと思う。

・来年度も年間２回の教育相談日を継
続していき、児童にとってよりよい学校
生活が送れるように、担任と保護者のコ
ミュニケーションを図っていく。
・全校遠足において、地域や保護者の
方の協力を要請し、安心安全で充実し
た行事となるように検討していく。

8

学校は、学級活動や児童会活動、学校行事などを通して、
児童の心の育成をして
いる。

x社会性・
人間性
の育成

・いじめアンケー
ト、生活アンケート
の実施による実態把
握
・生徒が主体となり
活躍できる行事の実
施

7

学校は、児童がだれとでも仲良く生活し、いじめや不登校
がないように努めている。

・評価指標７については、昨年度に比
べ、教職員は5.8％、保護者は3.8％上
がった。評価指標８については、教職
員は2.9％、保護者は2.3％下がってい
るが高い評価を維持している。
・年３回いじめアンケートを実施し、早
期発見・早期対応を共通理解・共通行
動のもと取組んでいる成果が出た。
・読み聞かせボランティアや野菜収穫
体験等、地域の方々とのふれあい活
動や各種行事の充実が図れた。

達成率　９５％
・引き続き、ホームページの迅速な更新を継続し
ていき、保護者や地域の方々がいつでも最新の
学校の状況を閲覧できる機会を増やす。
・学校運営協議会の方々との意見交換及びご助
言いただき、地域とともにある学校を目指してい
く。そのために、地域学校協働本部を活用し、学
校課題を解決していく。
・電話や来校等、保護者、地域の方々からの声を
丁寧に傾聴し、学校全体で共有し、真摯に対応し
ていく。

・ホームページの内容の充実が学校の発信
力を大きくしている。保護者も期待している。
・小学校の保護者は我が子中心に考えるの
で、たとえわずかでも保護者の評価が上
がっているのは良い傾向であると思う。
・学校と保護者、地域との連携はできている
と思う。
・学校の諸課題を解決するために、さらなる
工夫をし、評価をあげてほしい。

・ホームページやリーバーの配信におい
て、学校が困っていることも発信してい
く。（雑巾が不足している・行事や学習に
必要なボランティア等）

6

学校は、家庭への連絡や相談など、意思疎通を図ろうとし
ている。 x

達成率　８７％
・協働的な学びのさらなる推進を目指し、授業
におけるペアやグループ活動の有効的な在り
方について研究を続けていく。
・児童一人一人が自力で解決しようとする姿
勢を育てていくための指導や支援について研
修をしていく。
・引き続き、タブレット端末による個別学習シ
ステム（e‐ライブラリー・学びポケット等）を活
用し、基礎学力の定着を図る。

・家庭学習については、低学年から一言日記でも良い
ので、宿題以外にも行うくせをつけていくことはどう
か。大きくなって急にやれるものではないと思う。
・これからの時代を生きていく上で、パソコンやタブレッ
トを使った学習は今までどおり進めてもらいたい。一方
で、基礎である読む、書く、話すなどの学習も並行して
力を入れてほしい。
・教職員は分かりやすい授業に取り組んでいると思
う。
・学力向上には、家庭での協力により自主学習の意識
づけと家庭学習の習慣化が必要であると感じる。
・授業において学習にいかに取り組ませるか努力して
いる様子がある。

・家庭学習の手引き等、学校外で児童
が主体的に学べる方策を練り、実施して
いく。
・主に国語科において、年間指導計画を
見直し、低学年の段階から、鉛筆でノー
トや紙に書くという指導の充実を図る。4

学校は、児童が家庭学習に取り組めるよう指導している。

ｙ

保護者や
地域との

連携

コミュニティ・ス
クールの視点

・各種便り、メール
等による情報発信
・学校公開の実施
・共感と傾聴を大切
にした三者相談の実
施

5

学校は、保護者・地域に学校の取組や教育活動を伝えてい
る。

・昨年度と比べ、教職員については、ほぼ
同様の数値である。保護者については、
評価指標５は１．８％、評価指標６は３．
３％上がっている。
・学校だよりの内容のやホームページの
積極的な更新等により、保護者や地域の
方々に発信した。
・教育相談日や個別相談を通じて、保護
者との連携を深めた。
・地域の方々からの声を誠実に受け止め
組織的に対応した。

基礎学力
の定着

・主体的・対話的で
深い学びを目指した
授業研究会の実施
・自主学習への意欲
付けによる家庭学習
の習慣化

3

学校は、学習内容が身につくよう、学習規律を定着させ、
わかりやすい授業、楽しい授業をしている。

・昨年度より保護者については評価指標
３，４ともに０．４％以上だが上がった。教
職員については、評価指標３は１％、評価
指標４については１０．２％下がっている。
協働的な学びの工夫と非認知能力（自己
効力感）に視点を当てた授業づくりの研究
会を年間６回実施し、教員の指導力向上
につなげた。
・夏季休業日中の研修において、全国学
力・学習状況調査や埼玉県学力・学習状
況調査の結果分析を行い、児童にとって
有益となる方法を全職員で確認した。

  次年度への課題と改善策

   ・次年度へ継続する課題
   ・改善していくための方向性

「次年度の課題と改善策」に
係る変更点や追加事項等

（※変更点や追加事項等が
ない場合は空欄）

ｙ

達成率　９１％
・学校教育目標という言葉が形骸化すること
がないように、学校行事や日々の教育活動が
どの目標にあたるのかを全教職員が意識し、
指導にあたる。
・小中合同学校研究の発表を終え、各教科ご
とでの９年間を見通した系統性のある教育課
程をより具現化していく。
・学校運営協議会、地域学校協働本部と連携
し、地域の方々との交流を具現化する。

・学校教育目標の周知と共有は概ね実施で
きている。
・小中一貫校への準備は、時間的な制約も
あり、あまり実施できていないように感じる。
・小中一貫について、児童生徒がどのように
感じているのか等、感想を聞いてみたい。
・小中一貫教育に対しては、認知されたこと
は良いことだが、次年度以降もさらに評価を
もらうためには工夫が必要である。

・年度当初の職員会議において、全教
職員に対し、学校教育目標の周知徹底
をする。
・小中交流事業の見直しを検討し、教職
員間及び児童生徒のよりよい交流の実
現を目指していく。

組織運営
の充実

小中一貫教育の視
点

・積極的な情報提供
による、学校教育目
標の周知と共有
・小中合同研修会の
実施による小中一貫
教育の推進

1

学校は、学校教育目標「考える子」「思いやりのある子」
「ねばり強い子」の実現を目指し、児童の育成に努めてい
る。

・評価指標１については教職員、保
護者ともにＡ+Ｂの割合が昨年度よ
り、３％上がった。
・昨年度に比べ、Ａ+Ｂでは、評価指
標２は教職員については、10.4％下
がった。保護者については、逆に
10.2％上がっている。小中の教職
員の足並みをそろえることが難し
かった。

2

学校は、中学校との連携を推進し、小中一貫教育に努めて
いる。

教職員
の割合

　　　　　　令和６年度　学校自己評価システムシ－ト　　　　日高市立高麗川小学校

夢いっぱい　笑顔いっぱい　希望あふれる高麗川っ子の育成　～子供たちが通いたい学校　保護者が通わせたい学校　教職員が勤めたい学校　地域の方が誇りに思う学校　～

１）主体的・対話的で深い学びによる学力の向上　　２）授業力・指導力の向上　　３）生徒指導・教育相談の充実　　４）小中合同での課題研究の実施　５）小中一貫教育の具現

学　　　校　　　自　　　己　　　評　　　価

年　　　　度　　　　目　　　　標 年度評価　(令和７年１月１５日現在)
「学校運営協議会での評価」

を受けて

評価項目 具体的方策 評　価　指　標
評価
基準

保護者
の割合

目標の達成状況
達
成
度

【別添】


